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【Ⅰ】准組合員向け広報誌の誌面構成について 

 

Q1 准組合員向け広報誌 vol.5はいかがでしたか。（１つ回答） 

➊とても参考になった ３人（5%）  ➋参考になった       40人（67%） 

➌どちらともいえない 10人（17%） ➍あまり参考にならなかった ５人（８%） 

➎参考にならなかった １人（２%） ●無回答           １人（２%） 

 

Q2 准組合員向け広報誌 vol.４でためになった・面白かった内容を教えてくだ

さい。（主なもの３つまで回答可） 

P1-3  

➊ＮＩＳＡ制度って？    37人（26%） 

➋投資信託って？    25人（18%） 

➌ＮＩＳＡ口座開設のお手続き  ９人（６%） 

P4  

➍経済部からのお知らせ   13人（９%） 

➎葬祭部からのお知らせ   13人（９%） 

➏おいしいミルクレシピ   25人（18%） 

➐令和７年度准組合員モニターの募集  ３人（２%）  

➑ＪＡ市原市クイズ    13人（９%） 

＜コメント＞ 

 ・高齢のため選択肢１、２、３（ＮＩＳＡと口座開設、投資信託）は不要（回

答の選択肢：７） 

 ・准組合員報の vol４が同封されていないため、vol６にもとづき回答した（回

答の選択肢：１，２，３) 

 ・ＪＡだよりと准組合員向け広報誌を一緒にファイルしずらい（回答の選択

肢：２） 

 

Q3 ２カ月に１回発行している 16 ページ構成の組合員向け広報誌「ＪＡだよ

り」を読んだことはありますか？（１つ回答） 

➊ある 43人（72%）   ➋ない 17人（28%） 
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Q4 現在、半年に一度発行し、准組合員の皆さんにお送りしている４ページ構

成の「ＪＡだより」に愛称をつけるとしたら、どれが良いと思いますか？

（１つ回答） 

➊ＪＡ通信  28人（47%） ➋ＪＡきずな  17人（28%） 

➌つなぐ  ２人（３%） ➍もっと！ＪＡだより 10人（17%） 

➎その他  １人（２%） ・「ＪＡだより 准組合員向け」 

●無回答       ２人（２%） 

＜コメント＞ 

・「未来へつづく」（回答の選択肢：なし） 

 

【Ⅱ】ＪＡの事業について 

 

Q5 提携ＡＴＭの入出金やＪＡネットバンク振込手数料が無料になるＪＡ優遇

プログラム「ＪＡマイレージ」をご存じですか？（１つ回答） 

➊知っている  14人（23%） ➋知らない  46人（77%） 

 

Q6 Q5で「➊知っている」と回答した方にお聞きします。どのような方法で知

りましたか？（１つ回答） 

➊窓口で説明を受けた  ８人（57%） ➋チラシで知った   ０人（０%） 

➌ホームページで知った ３人（21%） ➍ＪＡの広報誌で知った２人（14%） 

➎その他    １人（７%） 

 

Q7 ＪＡでは農業だけでなく、組合員・利用者向けの生活に関するセミナー・

相談会を開催しています。どのような催しに興味がありますか？また、ど

のような講習会に参加してみたいですか？（主なもの３つまで回答可） 

➊年金相談会  19人（19%） ➋相続セミナー 30人（30%） 

➌投資信託講習会 19人（19%） ➍スマホ教室  22人（22%） 

➎その他   ４人（４%） ・興味なし 

●無回答     ６人（６%） 

＜コメント＞ 

・消費生活相談（回答の選択肢：５） 

 ・確定申告など税金に関する講習会（回答の選択肢：２） 

・資産形成（回答の選択肢：１，３，５） 

 ・法律相談（回答の選択肢：なし） 
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Q8 ＪＡ共済では、死亡保障だけでなく生存保障にも力をいれています。生存

保障で興味がある保障は何ですか？（主なもの３つまで回答可） 

➊年金共済  20人（14%）   ➋入院共済 20人（14%） 

➌三大疾病(がん・心筋梗塞・脳卒中)に特化した共済  28人（20%） 

➍介護共済  39人（28%）   ➎認知症共済 30人（22%） 

➏その他  ０人（０%）   ●無回答     １人（１%） 

＜コメント＞ 

・手術給付、入院給付を受けているので、加入可能のものは介護共済、認知症

共済のみ（回答の選択肢：なし） 

 

Q9 Q8の商品で 1つでも職員から説明を受けたことがありますか？（１つ回答） 

➊ある   25人（42%）   ➋ない 34人（57%）  

●無回答     １人（２%） 

 

Q10 日常生活でおきたケガや第三者に対する賠償責任に備えた「ＪＡ安心倶楽

部」はご存じですか？（１つ回答） 

➊知っている       17人（28%）  ➋知らない 39人（65%） 

➌すでに加入している   4人（７%） 

 

Q11 自転車での事故等に備えた「ＪＡ自転車俱楽部」はご存じですか？（１つ

回答） 

➊知っている 17人（28%）     ➋知らない 41人（68%） 

➌すでに加入している２人（３%） 

 

Q12 農産物直売所「果彩菜ちはら台店」ではイベントを開催しています。どの

ような催しに興味がありますか？また、どのようなイベントを開催してほ

しいですか？（主なもの３つまで回答可） 

➊野菜苗の植え付け講習会 32人（27%）➋生産者による対面販売 27人（23%） 

➌新米食べ比べ 27人（23%）   ➍お茶詰め放題    11人（９%） 

➎オリジナル焼きそば店頭販売 15人（13%） ➏その他     ５人（４%） 

＜コメント＞ 

・新鮮野菜・果実の見分け方講習（回答の選択肢：１，３，６） 

・柿、梅の選定（回答の選択肢：１，２） 

・野菜・菓子の詰め放題（回答の選択肢：４，３，６） 

・遠いので興味がわかない（回答の選択肢：6） 

・行ったことがない（回答の選択肢：６） 
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Q13 農産物直売所「果彩菜ちはら台店」の販売農産物に関して知りたい情報は

ありますか。（主なもの３つまで回答可） 

➊レシピ・調理方法 27人（22%） ➋鮮度に関する情報 17人（14%） 

➌野菜の保存方法 41人（33%） ➍こだわりの栽培方法 21人（17%） 

➎味などの商品魅力 14人（11%）  

➏その他  ３人（２%） ・遠いので興味がわかない（回答：６） 

＜コメント＞ 

・市原の特産品の販売（回答の選択肢：３、４、６） 

・野菜の栄養成分などの表示（回答の選択肢：１，３，６） 

・知人から野菜栽培の指導を受けている（回答の選択肢：なし） 

 

Q14 支店にお茶などの生活購買品が置いてあれば、利用しますか？（１つ回答） 

➊利用したい 23人（38%）  ➋利用したことがある 15人（25%） 

➌利用しない 21人（35%）  ●無回答   １人（2%） 

 

Q15 Q14で➊➋を選択した方にお聞きします。どのような生活購買品を購入し

たいですか？ （主なもの３つまで回答可） 

➊野菜の種 23人（28%）  ➋お茶       23 人（28%） 

➌ゼリー 11人（13%）  ➍せんべい・かりんとう類 13人（16%） 

➎調味料 10人（12%）  ➏その他       ３人（４%） 

＜コメント＞ 

・小袋菓子、オリジナルグッズなど（回答の選択肢：４，５，６） 

・農薬（回答の選択肢：１、６） 

・米（回答の選択肢：１） 

・３０キロ入りの米は運べないので、スーパーで５キロ入り、１０キロ入りの

ものを購入している（回答の選択肢：なし） 
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【Ⅲ】ＪＡ全体の取り組み・組織運営について 

 

Q16 地域農業や地域の農産物について、どのようなイメージをお持ちですか？ 

・新鮮な野菜（４件）、地域の農産物は鮮度が高い、 

地域の農産物は安全、安心できる（３件）、家族が安心して食べられる 

第一優先で購入したいと思う、大変良いと思う、頑張っている 

  直売所は安く、新鮮で良い 

・安全、安心を求める 

・地域のイベントで販売されていることを見かけるので、市民に馴染みがある

と感じる 

・梨、イチジクなどの果実が有名だが、贈答品としては高価なイメージ 

品質は良いと思うが、高いイメージがある 

高いので選択しづらい 

・地域特産物を知っているが、知名度が低いように思う 

主要農産物が少なく、小規模である 

 ・農産物については、地域農産物としての特色が不足している 

・品質の良い農産物をＰＲし、市原の生産活動を活性化させてほしい 

・地域農産物の生産地区以外への宣伝 

・各支店にゼリーの素や五井店で取り扱っている商品の陳列を希望する 

 ・直売所の大型化や強化 

・地産地消を可能な限り実施する 

・野菜、果物の収穫祭の実施 

・梨の販売は①良質ものを適正価格での購入を可能にする、②対面販売の実施、

③サービス価格で提供する 

 

・市内では一部の地域を除き農業従事者が高齢化し、後継者が不在のため将来

が不安（５件） 

人が減っており、高齢化が進んでいる 

平均年齢が７０歳近い 

・高齢化や後継者不足のため農産物の維持が不安（２件） 

・高齢化、田畑の荒廃、農産物の減少の中、若者が楽しく夢のある生産者にな

ってほしい 

・イノシシ、キョン、シカ、サルなどが出没し、耕地等を荒らしている 

野生動物が年々増え、対策として市が籠罠などの貸出、狩猟を行っているが、

家庭菜園レベルでの被害は埋もれている 
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 ・政・官・学・農協が知恵を結集して対策を講ずるべきだ 

 

・以前より元気がなくなっている 

 ・ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）の影響が心配だ 

 ・自分は知識不足と感じている 

・白菜、ゴボウを購入し調理したが、油の臭いがして食べられなかった 

 ・特になし（４件） 

 

Q17 ＪＡに対してご意見・ご要望がございましたら、ご記入ください。 

 

 ・組合員のメリットが少ない 

正組合員は准組合員をどう考えているか？ ＪＡではどう考えているか？ 

・准組合員は運営に関われないのでしょうか？ 

 

・何に力を入れるか明確にする 

・11:30～12:30も窓口を開けてほしい 

 ・土曜日、日曜日に多くの来客があるような店舗が理想だ 

・交通手段が減り農協までの移動ができない 

高齢者にやさしいサービスを 

・ＪＡの方と会うと自然に親しみを感じ、心が和む 

  農業から遠のき、身体の老化を感じる 

 ・ＪＡの方は知識も豊富でプロだと思う 

 ・職員が変わりすぎて、相談もできない 

 

・若い人が農業に従事しやすく、魅力を感じる組織づくりを願う 

・今後も地域農業の守り手として、集団・個人への支援を継続して欲しい 

・新しい市原ブランドの農産物を創設してほしい 

・地域密着を継続してほしい 

・地域の産直をＰＲしてはどうか 

・農家と地域住民をつなぐ役割を担ってほしい 

 

・農薬、肥料、種子などの品数は少なく、南部営農センターでの購入を促され 

る 

  平日の１７時以降と土曜日は購入できない 

  取扱いを取りやめるか充実させるかの対策を講じてほしい 

・市内のスーパーで市原産米が購入できないので、ＪＡが努力して身近なとこ
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ろで購入できるようにべきだ 

  アリオでは他産地のＪＡ米を販売している 

 ・米について、①米の５キロや１０キロ単位での販売、②配達時にお勧め商品

の説明、③地元産の米の５キロ、１０キロ単位での販売を希望する 

 ・果彩菜ちはら台店は位置づけが中途半端で魅力がない 

  近隣のスーパーと比較して、価格面、オリジナリティ商品不足、総菜のおい

しさなどから利用しようと思えない 

 

・無農薬野菜を作りたいので、育て方やアイデアを教えてほしい 

・「農業サブスク」的な事業があれば農業をやってみたい 

  市と連携したら加入者が集まると思う 

・地域農産物の販売を年に数回行ってほしい 

・直売所等で地元の野菜、果実を安価で提供してほしい 

  訳ありの農産物でも廃棄を防ぎたい 

 ・季節のお勧め農産物のＰＯＰなどを窓口に掲示する 

 ・何か催しものがあると良い（娯楽、音楽等） 

・姉崎地区のダイコンなど、美味しいものが多く安心です 

・サツマイモの収穫体験に３年連続で参加している 

  来年以降も継続してほしい 

・今年の米不足はどうにかならないか 

 

・ＮＩＳＡの口座開設を考えている 窓口で時間がかかる 

・よりぞうのグッズ化（ＪＡカレンダーなど）  

・土地購入のためのまとまった資金がないので、融資を利用したくてもできな

い（不動産購入のための融資の際に土地購入代金も融資してほしい） 

・支店に食品類の一覧表があれば良い 支店で陳列する品数が少ない 

・ＪＡから融資を受け、遊休地の活用に支援をいただいている 

  ＪＡが取り組んでいることの情報が欲しい 

・信用、共済事業は民間と比較して魅力のある商品が少ない 

 

 ・高齢者はイノシシ、キョンの食料を生産している（笑い話です） 

・准組合員向け広報誌 Vol５が１０月に入ってから届いた  

  見てもつまらなかった 

 ・アンケートの回答を無記名で送付しますが、謝礼はどのように渡しますか？ 

 ・特になし（4件） 

 


